





























































































本調査では、2019 年 6 月 9 日～ 15 日にかけて日本の全ての国立大学 86 大学のWeb サイトを閲













に受講料の水準をみると、1,000 円以下で 27.6％、2,000 円以下で 35.3％、4,000 円以下で 51.6％、5,000
円以下で 58.6％、となっている。平均値・中央値から、公開講座は、おおむね 7.5 ～ 9.8 時間程度































平均値 5646.8 575.7 9.8
中央値 4000 500 7.5
最頻値 0 0 7.5
最小値 0 0 3









































































































































































の関連をみたものであるが、教養講座は 500 円以下が 37.3％、5,240 円以下が 79.7％を占めていて、
5,241 円以上は 20.3％に過ぎず、他のジャンルよりも低廉な価格水準となっている。実習・実技講座、
語学・職能講座はいずれも 5,241 円以上の設定が最も割合として高くなっており、それぞれ 45.4％、
55.3％を占めている。このように、ジャンルごとで受講料総額の相異が著しいものとなっている。
また、図表 14 で受講料総額と立地の関連をみると、大都市圏の公開講座は 0～ 500 円および 5,241
円以上である割合が相対的に高く、二極化する傾向があり、他方地方都市圏は中間値である 501 ～
5,240 円の割合が相対的に高い。図表 15 で受講料総額と受験偏差値の関連をみると、高偏差値大
学は低廉な受講料設定（0～ 500 円）の割合が 32.6％を占めているのに対し、準高偏差値大学では
17.9％にとどまっている。逆に 5241 円以上の高額な受講料設定の割合は準高偏差値大学で 45.4％を






図表 13 ジ ル×受講料総額 
 







図表 13 ジャンル×受講料総額 
 














































な受講料を設定する割合が高くなっている（100 円以下 37.6％、600 円以下 74.1％）。これに対し語
学・職能講座は１時間あたりの受講料が相対的に 額 水準を示している（601 円以上 50.2％）。図
表 18 は立地条件と１時間あたりの受講料の関連をみたもの ある。地方都市圏では１時間あたり
101 ～ 600 円の割合が相対的に高く、大都市圏では 601 円以上の割合が相対的に高くなっている。
図表 19 は受験偏差値と１時間あたりの受講料の関連をみたものである。準高偏差値大学では 101
－ 48 －
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